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人  口

７，５０４人

世 帯 数

２，９７５世帯

平成２６年３月現在

震
度
６
強
の
大
地
震
が
午
前
８
時
に
発
生

し
た
と
の
想
定
の
下
、
自
治
会
（
管
理
組
合
）

ご
と
に
近
く
の
公
園
な
ど
に
集
合
し
た
参
加

者
は
代
表
者
の
誘
導
に
従
い
、
避
難
経
路
を

確
認
し
な
が
ら
、
校
区
の
第
一
次
避
難
所
で

あ
る
五
常
小
学
校
へ
避
難
し
ま
し
た
。

運
動
場
に
集
合
し
た
参
加
者
は
竹
内
市
長

等
か
ら
激
励
を
受
け
、
枚
方
消
防
署
や
枚
方

市
消
防
団
の
指
導
に
よ
り
、
初
期
消
火
訓
練
、

人
命
救
助
訓
練
、
応
急
搬
送
訓
練
、
救
助
用

機
材
取
扱
い
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
期
消
火
訓
練
で
は
先
ず
大
声
で
火
事
を

知
ら
せ
る
と
共
に
１
１
９
番
通
報
を
確
実
に

依
頼
し
た
う
え
で
、
水
消
火
器
で
の
放
水
等

を
体
験
し
、
人
命
救
助
訓
練
で
は
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
楽
し
く
や
さ

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
急
搬

送
訓
練
で
は
毛
布
と
物
干
し
竿
を
使
っ
た
担

架
の
使
い
方
、
救
助
用
機
材
取
扱
い
訓
練
で

は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
角
材
を
切
断
す

る
な
ど
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
、
起
震
車
を
配
置
し
、
震

度
６
強
の
揺
れ
を
体
感
し
、
地
震
へ
の
備
え

の
重
要
性
を
再
確
認
し
て
頂
き
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
参
加
者
に
は
非
常
食
の
ア

ル
フ
ァ
ー
化
米
と
備
蓄
水
を
配
布
し
ま
し
た
。

雨
上
が
り
で
、
寒
気
が
も
ど
り
、
気
温
が

10
度
を
下
回
る
寒
さ
の
中
、
熱
意
を
持
っ
て
、

指
導
や
説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
消
防
団
等

の
皆
様
、
熱
心
に
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

第
11
回
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

地
震
に
備
え
て
真
剣
に
訓
練

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
災
害

時
の
対
応
力
と
、
五
常
校
区
の
地
域
の
助
け
合
い
の
力
（
共
助
）
を
ア
ッ
プ
す
る
防
災

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
平
成
26
年
３
月
２
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

桜
ま
つ
り
の
ご
案
内

平
成
26
年
４
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

（
予
定
）

枚
方
市
水
道
局
妙
見
山
配
水
池

（
通
称
：
エ
ン
ト
ツ
山
）

配
水
池
は
水
道
の
重
要
な
施
設
で

あ
る
た
め
、
衛
生
上
の
配
慮
か
ら
、

ペ
ッ
ト
の
入
場
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

 
 
 

 
 

煙
突
は
枚
方
市
の
戦
争
遺
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
日

は
枚
方
市
人
権
政
策
室
が
主
催
す

る
見
学
会
（
午
前
11
時
か
ら
午
後

３
時
）
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

消火器は狙いを定めてレバーをギュッ

振動６強を体験、想像以上の揺れです
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①
Ｃ-

５･

８
地
区
（
５
丁
目
バ
ス
停
西
／
旧

Ｃ
セ
ン
タ
ー
跡
地
）

本
年
１
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
こ
の
地
区

を
、
二
次
医
療
を
担
当
す
る
救
急
病
院
建
設

用
地
と
し
て
譲
渡
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者

の
募
集
を
行
い
、
３
月
４
日
に
入
札
書
を
開

札
し
ま
し
た
。

近
隣
地
区
の
総
合
病
院
が
応
札
し
た
模
様

で
す
が
、
３
月
10
日
現
在
、
結
果
は
発
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

②
そ
の
他
の
跡
地
３
か
所

Ｃ-

３
地
区
（
四
中
北
の
高
台
な
ど
）、
Ｃ-

４
ｂ
地
区
（
大
池
配
水
池
と
バ
ス
道
路
と
の

間
の
跡
地
）、
Ｃ-

７
地
区
（
レ
ジ
デ
ン
ス
中

央
の
向
か
い
の
高
台
）
に
つ
い
て
も
、
戸
建

て
住
宅
用
地
と
し
て
、
Ｃ-

５･

８
地
区
と
同

時
に
土
地
譲
渡
募
集
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
３
地
区
４
万
３
千
㎡

を
一
体
で
公
募
し
た
こ
と
か
ら
相
当
規
模
の

大
き
な
住
宅
開
発
事
業
と
な
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
、
３
月
４
日
に
入
札
書
が
開
札
さ

れ
ま
し
た
が
、
結
果
の
公
表
は
土
地
譲
渡
契

約
締
結
後
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

①
Ｃ-

１
ｂ
地
区
（
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅

と
診
療
所
）

五
常
小
学
校
西
側
の
３
階
建
て
の
サ
ー
ビ

ス
付
高
齢
者
住
宅
の
建
設
工
事
が
は
じ
ま
り
、

パ
イ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
が
建
物
の
基
礎
杭
を
埋

め
込
ん
で
い
ま
す
。
３
棟
の
診
療
所
と
と
も

に
、
本
年
８
月
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
事
業
者
は
総
合
メ
デ

ィ
カ
ル
（
株
）、（
株
）
紙
谷
工
務
店
）。
工
事

期
間
中
、
バ
ス
通
り
の
道
路
に
３
カ
所
の
出

入
口
、
西
門
か
ら
道
路
へ
の
通
路
を
横
切
る

出
入
口
（
駐
車
場
と
工
事
現
場
と
の
連
絡
通

路
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誘
導
員
を
配
置
し
、

通
学
す
る
児
童
な
ど
の
安
全
に
は
万
全
を
期

す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
（
仮
称
）
東
中
振
宅
地
造
成
工
事
（
斜
面

緑
地
宅
地
開
発
）

東
中
振
１
丁
目
か
ら
香
里
ヶ
丘
６
丁
目
に

か
け
て
の
斜
面
緑
地
の
宅
地
開
発
の
事
業
者

（
㈱
サ
ン
エ
ー
ス
、
㈱
フ
ジ
タ
道
路
）
が
地

元
自
治
会
と
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

斜
面
地
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
93
戸
の
戸
建

て
住
宅
用
地
と
し
て
造
成
す
る
大
掛
か
り
な

工
事
で
あ
り
、
周
辺
の
道
路
交
通
に
も
影
響

校
区
の
再
開
発

ま
た
一
歩
進
む

Ｕ
Ｒ
跡
地
の
入
札
実
施

ＵＲ都市機構提供

工
事
等
の
進
捗
状
況
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が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
説
明
と

協
議
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

③
そ
の
他
の
地
区

既
に
宅
地
造
成
が
終
了
し
た
、
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
の
跡
地
２
カ
所
と
日
本
育
英
会
官
舎
跡

地
（
香
里
ヶ
丘
６
丁
目
）
も
一
部
で
住
宅
建

五
常
校
区
の
「
四
季
を
楽
し
む
行
事
」
の

一
つ
で
あ
る
第
24
回
と
ん
ど
祭
り
を
平
成

26
年
１
月
12
日
（
日
）
に
五
常
小
学
校
運

動
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

各
自
治
会
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
実
行
委
員

設
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
数
年

間
に
わ
た
っ
て
工
事
や
関
連
車
両
に
よ
る
い

ろ
い
ろ
な
影
響
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
し
て
は
地
域
の

安
全
安
心
確
保
の
た
め
地
元
自
治
会
の
皆
様

と
協
力
し
て
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

が
前
日
か
ら
竹
の
伐
採
、
焼
き
芋
、
ぜ
ん
ざ

い
、
豚
汁
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
担
当
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
）
な
ど
の
準
備
を
行
い
、
当
日
の
早

朝
に
は
、
と
ん
ど
櫓
（
や
ぐ
ら
）
を
組
み
上

げ
ま
し
た
。
太
い
青
竹
の
骨
組
み
に
藁
を
積

み
上
げ
、
参
加
者

が
持
参
し
た
し
め

飾
り
な
ど
を
付
け
、

と
ん
ど
櫓
が
完
成

で
す
。

五
常
小
学
校
和

太
鼓
ク
ラ
ブ
の
力

強
い
演
奏
に
つ
づ

き
、
野
々
村
会
長

が
竹
内
脩
枚
方
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
披
露
し
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
の
後
、
年
男
年
女
が
点
火
し
、
と
ん

ど
櫓
は
勢
い
良
く
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。

焼
き
芋
、
ぜ
ん
ざ
い
、
豚
汁
が
振
る
舞
わ

れ
、
こ
れ
を
楽
し
む
家
族
連
れ
の
姿
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

は
今
年
も
大
人
気
、
大
人
に
は
御
神
酒
も
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

櫓
の
竹
が
火
の
中
で
破
裂
し
ポ
ン
ポ
ン
と

大
き
な
音
を
た
て
、
ま
た
、
舞
い
上
が
っ
た

藁
の
燃
え
か
す
が
住
居
に
落
ち
る
な
ど
、
近

隣
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
の
伝
統
行
事
を
今
後
も
続
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

恒
例
行
事
の
五
常
小
学
校
「
卒
業
祝
い
の

お
餅
つ
き
」
を
２
月
21
日
に
行
い
ま
し
た
。

朝
か
ら
１
斗
２
升
の
も
ち
米
を
蒸
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
呼
び
か
け
に
応
え
て

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
青
少
年
育
成

指
導
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

６
臼
の
お
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

お
餅
つ
き
の
周
り
に
、
教
室
移
動
や
休
み

時
間
の
児
童
が
集
ま
り
、
興
味
津
々
。
子
ど

も
た
ち
の
声
に
押
さ
れ
て
先
生
も
杵
を
取
っ

て
、
力
強
く
（
？
）
振
り
下
ろ
す
と
、
ど
っ

と
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。
６
年
生
の

児
童
か
ら
の
お
礼
の
言
葉
に
、
大
人
た
ち
の

疲
れ
は
少
し
軽
く
な
り
ま
し
た
。

燃え上がるとんど櫓（やぐら）

と
ん
ど
祭
り
で
冬
の
五
常
を
楽
し
む

あ
つ
あ
つ
の
豚
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
、
焼
き
芋
の
振
る
舞
い
も

卒
業
祝
い
の
お
餅
つ
き

振る舞いに長蛇の列

注目の的のお餅つき
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伊
加
賀
山
公
園
（
香
里
ケ
丘
６
丁
目
）

斜
面
樹
林
地
が
つ
な
ぐ

遊
具
ス
ペ
ー
ス
と
休
憩
広
場

香
里
ヶ
丘
５
丁
目
郵
便
局
横
の
児
童
広
場

と
斜
面
の
上
に
あ
る
大
池
配
水
池
の
横
の
休

憩
広
場
と
、
こ
れ
ら
の
間
に
あ
る
斜
面
緑
地

を
合
わ
せ
た
一
帯
が
面
積
約
四
千
㎡
の
伊
加

賀
山
公
園
で
す
。

大
池
配
水
池
横
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に

は
ベ
ン
チ
な
ど
の
休
憩
施
設
が
あ
り
、
散
歩

を
楽
し
む
人
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
約

15
ｍ
下
に
あ
る
児
童
公
園
ス
ペ
ー
ス
に
は

ブ
ラ
ン
コ
、
滑
り
台
、
シ
ー
ソ
ー
が
設
置
さ

れ
、
郵
便
局
帰
り
と
思
わ
れ
る
親
子
連
れ
の

遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
２
カ
所
を
結

ぶ
園
路
が
斜
面
緑
地
に
設
け
ら
れ
、
周
辺
に

は
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ク
ス
な

ど
の
10
ｍ
を
超
す
樹
木
が
多
数
茂
り
、
昔
の

香
里
丘
陵
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伊
加
賀
山
公
園
は
面
積
の
約
８
割
が
緑
地

と
な
っ
て
い
る
自
然
の
雰
囲
気
を
満
喫
で
き

る
公
園
で
す
。
し
か
し
、
周
辺
の
公
団
住
宅

が
撤
去
さ
れ
た
後
が
空
地
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
昼
間
以
外
は
、
下
部
か
ら
斜
面
一

帯
の
寂
し
い
雰
囲
気
が
残
念
で
す
。

五
常
公
園
（
香
里
ヶ
丘
６
丁
目
）

タ
イ
ル
園
路
と
藤
棚
と
遊
具
施
設

五
常
小
学
校
正
門
か
ら
北
へ
登
る
坂
道
の

西
側
に
あ
る
細
長
い
公
園
で
面
積
は
約
三
千

㎡
で
す
。
小
学
校
正
門
か
ら
す
ぐ
の
公
園
入

口
か
ら
奥
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
向
け
て

の
園
路
は
平
成
20
年
３
月
に
改
修
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

公
園
北
側
に
は
藤
棚
が
設
け
ら
れ
、
東
の

道
路
沿
い
に
は
古
木
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

西
側
の
バ
ス
通
り
か
ら
10
ｍ
近
く
上
方
に

あ
る
公
園
へ
の
斜
面
は
階
段
状
の
花
壇
風
に

改
修
さ
れ
草
花
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

季
節
の
花
が
楽
し
め
る
公
園
で
、
４
月
に

は
正
門
前
の
桜
が
新
一
年
生
の
入
学
を
祝
し

て
満
開
に
咲
き
ま
す
。

五
常
校
区
の
快
適
ス
ポ
ッ
ト
「
公
園
緑
地
」（
３
）

斜面の上にある休憩広場

斜面の下にある遊び場

砂場とタイル園路、藤棚もあります

五
常
っ
子
見
守
り
隊
に
参
加
を

五
常
っ
子
見
守
り
隊
は
各
自
治
会

（
理
事
会
）
等
の
協
力
を
得
て
、
五
常

小
学
校
の
児
童
（
五
常
っ
子
）
の
下
校

時
の
安
全
を
見
守
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
依
然
と
し
て
、
児
童
を
め
ぐ
る

事
件
が
続
発
し
て
お
り
、
下
校
時
の
見

守
り
は
地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
に
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
、
多
く
の
皆
様
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
見
守
り
を
維
持
・
強

化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
の
活
動
は
概
ね
一
月
に
一
回
、

原
則
と
し
て
14
時
45
分
頃
か
ら
16

時
15
分
頃
（
地
点
に
よ
っ
て
前
後
し
ま

す
）
の
１
時
間
30
分
程
度
で
す
。

通
学
路
に
児
童
を
見
守
る
大
人
が
い

る
事
で
、
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
、
犯

罪
の
抑
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
下
校
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
２
月
配

布
の
ビ
ラ
を
ご
参
照
願
い
ま
す
）

連
絡
先
：
西
田
（
８
５
２-

８
７
６
４
）


